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検討作業の総まとめ、報告書案と大きく異なる発言は出ず 

　
品
質
工
学
の
質
を
高
め
た

企
業
・
組
織
体
に
贈
ら
れ
る

「
田
口
賞
」
の
第
1
回
受
賞

組
織
が
、
マ
ツ
ダ
㈱
技
術
本

部
（
代
表
・
龍
田
康
登
執
行

役
員
技
術
本
部
賞
）
に
決

ま
っ
た
。

　
授
賞
式
は
、
6
月
　
日
牙

15

開
催
の
第
　
回
品
質
工
学
研

14

究
発
表
大
会
で
執
り
お
こ
な

わ
れ
る
。

　
受
賞
理
由
は
「
生
産
技
術

へ
の
展
開
に
よ
る
業
績
へ
の

寄
与
と
、
品
質
工
学
の
有
効

性
の
実
証
」。マ
ツ
ダ
技
術
本

部
が
品
質
工
学
の
生
産
技
術

領
域
へ
実
践
と
研
究
を
組
織

的
に
積
み
重
ね
、「
技
術
の
マ

ツ
ダ
」
を
強
固
に
す
る
と
と

も
に
業
績
お
よ
び
品
質
工
学

へ
多
大
な
貢
献
が
あ
っ
た
と

し
て
い
る
。

　
特
に
、
①
生
産
ラ
イ
ン
の

管
理
に
品
質
工
学
を
適
用
し

て
、
社
会
全
体
の
損
失
を
最

小
に
す
る
と
い
う
損
失
関
数

の
考
え
方
の
有
効
性
を
明
ら

か
に
し
、
社
会
損
失
の
低
減

が
社
内
不
良
低
減
に
つ
な
が

る
こ
と
を
実
践
で
証
明
し
た

こ
と
。
②
生
産
ラ
イ
ン
の

ネ
ッ
ク
と
な
っ
て
い
る
部
分

を
技
術
課
題
と
し
て
と
ら

え
、
S
N
比
に
よ
る
機
能
性

を
追
求
す
る
こ
と
で
、
こ
れ

ま
で
不
可
能
だ
と
考
え
ら
れ

て
い
た
技
術
を
実
用
可
能
に

し
た
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。

ま
た
、
機
能
を
汎
用
化
と
い

う
観
点
か
ら
整
理
し
て
、
適

用
領
域
の
選
択
と
集
中
に
よ

り
、
パ
ラ
メ
ー
タ
設
計
の
戦

略
的
適
用
の
道
を
開
い
た
こ

と
が
評
価
さ
れ
た
。
③
後
戻

り
し
な
い
製
品
設
計
や
設
備

設
計
を
目
指
し
、
継
続
し
た

人
材
開
発
を
ベ
ー
ス
に
、
さ

ら
に
生
産
性
を
改
善
す
る
た

め
の
品
質
工
学
の
利
用
と
、

品
質
工
学
を
中
心
と
し
た
シ

ス
テ
マ
チ
ッ
ク
な
生
産
準
備

プ
ロ
セ
ス
や
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

法
を
確
立
し
た
。

　
田
口
賞
は
品
質
工
学
の
創

始
者
で
あ
る
田
口
玄
一
博
士

の
名
を
冠
し
た
も
の
で
、
品

わ
た
る
報
告
書
案
の
内
容
を

か
い
つ
ま
ん
で
説
明
し
、
目

次
に
沿
っ
て
委
員
か
ら
意
見

を
募
っ
た
。 

　
計
量
単
位
、M
L
A
P（
特

定
計
量
証
明
事
業
者
認
定
制

度
）
を
含
む
計
量
証
明
の
事

業
に
つ
い
て
は
意
見
が
な

か
っ
た
。
他
の
分

野
も
報
告
書
案
と

大
き
く
趣
が
異
な

る
発
言
は
出
な

か
っ
た
。

　
こ
れ
ま
で
の
議

論
を
ま
と
め
る
段

階
と
な
り
、
用
語

の
使
い
方
や
表
記

な
ど
、
細
か
い
点

に
指
摘
が
及
ん

だ
。
指
定
計
量
標

準
制
度
や
特
定
計

量
器
に
お
け
る
事

業
者
の
自
己
確
認

と
い
う
、
新
た
な
具
体
的
方

針
を
打
ち
出
し
た
項
目
で

は
、
委
員
が
意
味
が
取
り
づ

ら
い
記
述
内
容
の
再
確
認
を

求
め
た
。 

　
報
告
書
案
の
末
尾
に
、「
お

わ
り
に
」
と
い
う
項
目
が
付

け
加
え
ら
れ
た
。
こ
れ
は
、

　
会
議
冒
頭
で
、
委
員
の
交

代
が
報
告
さ
れ
た
。
第
3
W

G
委
員
と
小
委
員
会
委
員
を

兼
ね
て
い
た
三
菱
化
学
㈱
の

梶
原
泰
裕
委
員
に
代
わ
り
、

同
社
技
術
・
生
産
セ
ン
タ
ー

技
術
部
長
兼
企
画
調
整
部
長

の
石
川
甚
秀
委
員
が
着
任
し

た
。

　
第
3
回
小
委
員
会
の
議
事

録
は
委
員
の
異
議
な
く
了
承

さ
れ
た
。
つ
づ
い
て
報
告
書

案
の
審
議
に
入
っ
た
。
昨
年

7
月
の
諮
問
以
来
、
小
委
員

会
や
3
つ
の
W
G
で
分
野
ご

と
に
討
議
し
て
き
た
内
容
を

組
み
直
し
、
報
告
書
と
し
て

ま
と
め
た
。 

　
審
議
に
先
立
ち
、
各
W
G

座
長
が
そ
れ
ぞ
れ
討
議
し
て

き
た
内
容
を
報
告
し
た
。
事

務
局
が
A
4
判
　
ペ
ー
ジ
に
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第
4
回
小
委
員
会
、
第
1
回
田
口
賞
は
マ
ツ
ダ
技
術
本
部
、
春
の
叙
勲
 陰
面

最
新
の
天
び
ん
特
集
柑
　
　
　
　
　
　
　
　
　
    隠
韻
面

愛
知
県
は
か
り
工
業
協
同
組
合
　
周
年
、
日
本
試
験
機
工
業
会
総
会
　
吋
面

40

産
総
研
後
期
一
般
計
量
教
習
、
地
方
計
量
機
関
人
事
異
動
棺
　
吋
面

寄
稿
・
秋
山
幸
示
氏
、
あ
い
ち
計
測
研
究
会
座
談
会
管
  右
面

資
料
・
第
3
回
小
委
員
会
議
事
要
旨
、
登
録
免
許
税
法
改
正
条
文
、
ほ
か
　
宇
面

私
の
履
歴
書
・
齊
藤
勝
夫（
1
1
6
）、社
説
、
計
量
ひ
と
く
ち
メ
モ
 烏
面

新
光
電
子
経
産
省
ロ
ビ
ー
展
示
、
新
製
品
ニ
ュ
ー
ス
、
企
業
ニ
ュ
ー
ス
ほ
か
 羽
面

　
計
量
行
政
審
議
会
第
4
回
計
量
制
度
検
討
小
委
員
会

（
中
田
哲
雄
委
員
長
）
が
4
月
　
日
午
後
、
経
済
産
業
省

27

別
館
9
4
4
号
室
で
開
か
れ
た
。
計
量
法
改
正
に
向
け
て

そ
の
動
向
を
見
極
め
よ
う
と
、
関
係
者
が
多
数
傍
聴
に
詰

め
か
け
た
。
こ
れ
ま
で
の
小
委
員
会
や
各
ワ
ー
キ
ン
グ
グ

ル
ー
プ
（
W
G
）
で
討
議
さ
れ
た
内
容
を
ま
と
め
た
報
告

書
案
を
審
議
し
た
。
方
向
性
に
異
論
は
出
な
か
っ
た
。
報

告
書
案
は
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
受
け
付
け
た
の
ち
、

6
月
開
催
予
定
の
計
量
行
政
審
議
会
で
審
議
さ
れ
る
。 

最
新
の
天
び
ん
特
集
柑

　
　
　
 　
 隠
韻
面

パ
ブ
コメ
後
審
議
会
へ
 

第
1
回
田
口
賞
は
マ
ツ
ダ
技
術
本
部

6
月
　
日
の
品
質
工
学
研
究
発
表
大
会
で
授
賞
式

15

質
工
学
会
が
1
9
9
7
年
に

創
設
し
た
。「
品
質
工
学
の
組

織
的
活
用
に
よ
り
各
企
業
・

組
織
体
に
お
け
る
研
究
・
開

発
・
生
産
に
お
け
る
体
質
強

化
、
事
業
成
果
へ
の
着
実
な

る
結
実
を
果
し
、
品
質
工
学

の
価
値
を
明
示
し
、
さ
ら
に

そ
の
質
を
高
め
た
企
業
・
組

織
体
に
授
与
す
る
賞
」
で
あ

る
。

　
こ
れ
ま
で
受
賞
組
織
は
な

く
、
今
回
の
マ
ツ
ダ
技
術
本

部
が
第
1
回
の
受
賞
。

討
議
の
中
で
地
方
公
共
団
体

の
担
当
者
が
挙
げ
た
、
計
量

制
度
に
お
け
る
国
と
地
方
公

共
団
体
の
役
割
分
担
を
明
確

に
し
て
ほ
し
い
、
と
い
う
意

見
を
受
け
た
も
の
。
地
方
公

共
団
体
に
勤
め
る
委
員
は
、

指
定
検
査
機
関
や
計

量
士
活
用
の
枠
組
み

を
広
げ
る
こ
と
は
時

宜
を
得
て
い
る
が
、

耐
震
強
度
偽
装
事
件

な
ど
、
規
制
緩
和
に

ま
つ
わ
る
問
題
も
あ

る
。
全
国
一
律
に
適

正
な
計
量
行
政
が
行

え
る
基
準
を
法
令
で

明
記
し
て
ほ
し
い
、

と
改
め
て
強
調
し

た
。

　
報
告
書
案
は
今
回

の
小
委
員
会
で
の
意

見
を
反
映
さ
せ
、
パ
ブ
リ
ッ

ク
コ
メ
ン
ト
の
手
続
き
を
経

て
、
計
量
行
政
審
議
会
な
ら

び
に
産
業
構
造
審
議
会
産
業

技
術
分
科
会
で
検
討
さ
れ

る
。
今
後
報
告
書
案
に
つ
い

て
、
大
幅
な
修
正
以
外
は
委

員
長
に
一
任
す
る
こ
と
に
対

し
、
委
員
は
異
議
な
く
了
承

し
た
。

　
次
回
の
計
量
行
政
審
議
会

は
6
月
　
日
に
予
定
さ
れ
て

13

い
る
。

春
の
叙
勲

【
藍
綬
褒
章
】

▽
鈴
木
浩
二
氏
（
㈱
ト
プ
コ

ン
取
締
役
社
長
）

小委員会は多数の関係者が傍聴に詰めかけた
（4月 27日、経済産業省で）


